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再生医療における凍結技術の必要性02

04 研究者より

～食品から医療へ繋ぐ、未来の細胞凍結技術～

食品分野において、凍結技術は長期保存を可能にし、ロス
を削減するなどのメリットがあります。一方で凍結時に細胞
内の水分が膨張し食材にダメージを与えます。そこで凍結時
の影響を減らすため、氷結晶をなるべく小さくする急速冷凍
機を開発しました。

我々はこの技術を医療分野に応用することで、生きた細胞
を凍結保存し、再生医療に役立てる研究を実施しております。
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今後の再生医療の発展には凍結保存技術が無くてはならない存在です。
先行例が少なく非常に挑戦的な研究であり、実験結果が出るたびに最適な
凍結条件など、新しいことがどんどん分かってくる面白さがあります。

大きなけがや病気も再生医療の力で治せる未来を目指して、日々研究に
取り組んでいます。
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再生医療等製品は様々な疾
患を治療できる一方で作製に
長い時間が必要なため、突発
的な事故や病気になった患者
への迅速な提供は困難です。

しかし凍結技術を確立する
ことで、これまで難しかった
再生医療等製品のストックが
可能になり、迅速な提供と治
療が可能になります。

•超電導技術等の
高度技術を採用

•最適条件の探索

•細胞の凍結手法を確立
•開発機による凍結条件の
最適化

•再生医療等製品の凍結保存に
技術展開

•各再生医療等製品に適した
凍結条件を探索・提案
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より使いやすい
凍結機器の開発

凍結手法の確立と
凍結条件の最適化

凍結技術による
再生医療・創薬の発展


	スライド 1

